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電気と情報

九州電カ株式会社情報遜信部長 野中 津良

電気エネルギーが空気や水と同じようにいつで

も，どこでも手に入るのが当り総という感覚にな

ってからもう久しい.

産業や国民生活のあらゆる分野に奥深く浸透し

てしまったこの電力需要は，戦後数十年のあいだ

屋内景気動向と一定の相演をみせながら常に上昇

をつづけ，低成長時代に入ったとはいえ，年率数

パーセントの伸びで今後とも増大していくものと

予想される.

電気事業者は，公益事業としての供絵責荏を果

すべく，単に電糠設備にとどまらず送電，変電，

配電設備など需要増に見合った常力供給設備を毎

年増強していくとともに，不測の事故に備えた余

分の電顕{供給予備力)を確保しつつ，時々刻々

変化する需要に対して瞬時の遅れなく電力挟給を

行なうための系統運用を日夜行なっているわけで

ある. (電力説備の建設工事は数年以上かかるも

のが多く，中長期の施設計画が重要であるが，こ

こでは触れない)

今さら言うまでもなく電気品ネルギーは蓄積す

ることが不可能なため，電力鞭備としては瞬間最

大需要に耐えねばならないが，総需要(キロワッ

ト時}の平均競に対する最大電力{キロワット)

の比率が近年増大する傾向にあり，経営を圧迫す

る要因の l つとなりつつある.このため，筆者の

所属する九州常カでも負荷平準化対策委員会を融

け，営業政策や技術的諸問題の改善を検討してい

るのが実情である.

さて，永年にわたる電力需要容の増大は，大幅な

設備増と業務識の増大をまねいたが，電気関係技
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術の進歩と電気事業者の経営努力により，槌業員

1 人当りの労働生産性は大幅に向上している.

その[ -つに事務の機械化があり，導入以来初年

たった今 Sでは事務汚電子計算機{以下事務F容は

省略する)が数千人力の仕事合しており，今後は経

営活動の頼脳的支援を果すことにもなろう.

現在，九電社内では事務系，技術系を問わず主

要な大量事務はほとんどが機械化されており，営

業所など遼縞の事業所はオンラインで結ぼれ，電

子計算機が社員の日常業務会いっときの休みなく

支えている状況となっている.システム化された

業務は百数十種類におよび，時代の変化にともな

う業務の多様化に対応するための改善や拡大，高
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表 1

情 報 問題点(情報側)

供

設

給

備

原子力，火力，水力他 I 1 つまたは少数の電子計算機

豊富 I (真のコンピュータ・ネットワークは

| まだない)

物 流 |電源から負荷への一方向 i 処理要求と処理結果の二方向

|(水の流れと同じ

システムの形態 I Closed System I Open System 

I (必ず人聞が介在する)

度情報システムをめざした新たな発想によるシス

テム化など，電子計算機の負荷はこれからもます

ます増大していくことが予想される.

情報通信部門では，これらに対処するため全社

の情報システム開発計画を策定し，負荷の予測を

行なうことによって適宜電子計算機の増強を行な

い，円滑なシステムの運用をはかっている.最近

で、はノミッチ(一括処理)負荷に重昼されるオンラ

イン負荷が急増し，電子計算機の性能や容量を大

幅に押し上げる傾向にあり，パッチ・オンライン

をあわせた負荷の平準化対策が重要な問題となっ

ている.

こうし、う問題をかかえると，長いあいだ電力畑

で働いてきたわれわれはどうしても電力の需給と

情報処理の需給を対比させてみたくなる.事実，

ちょっと考えれば両者のあいだには図 l のような

類似点が見られる.

長い歴史をもっ電力の分野では，電力系統を構

成する機器の特性を分析し，系統としての動作を

解析的に模擬する手法が早くから完成しており，

系統運用も制御用電子計算機を用いた自動給電方

式が採られているなど，学問的にも「電力系統工
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しみ
μずむカ御制視監

学」として体系化されている.

一方，電子計算機の分野では，メーカー，研究

機関，一部のユーザ一等において解析的手法やシ

ミュレーション技法の開発が進められているが，

筆者の浅学もさることながら満足すべき段階まで

はいっていないように思われる.一一一どうしてだ

ろう. I電力系統工学的発想」は「電子計算機シス

テム」にうつしかえることはできないだろうか?

たしかに電子計算機の歴史は浅い.しかし問題の

構造が同じなら同じ手がつかえるはずで、はないの

カミワ

そこでもう一歩踏みこんで考えてみると，表 1

のように問題をとりまく環境や性質が大違いであ

る.おまけに電子計算機にはソフトウェアという

難物がついてまわる.これではうま〈行きそうに

もない.

このように，ちょっと見ると構造上同じようで

も，内容や環境が異なるため同じ理論の適用がむ

ずかしくなることは少なくない.オベレーション

ズ・リサーチでもそうだと思う.真に役立つ理論

は，問題の構造ばかりでなく，内容や環境をも顧

慮したものではなくてはならない.
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